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１ はじめに 

 本校では、「自ら学び自ら修める生徒の育成 ～『海洋教育』を通して～」を研究主題に、

平成２８年度から海洋教育を軸とした「総合的な学習の時間」に取り組んでいます。今年度

は「自ら学ぼう～洋野の自然・人・社会とのふれあいから～」をテーマに、郷土を愛し、復

興・発展を担う人材の育成を目的とした「総合的な学習の時間」の学習を進めてきました。 

近接する洋野町立中野小学校での「海洋科」における学習や経験を土台に、本校では地域

教育資源を活用した学習（地元企業と連携した、きのこの植菌体験、地元の物産品の販売体

験、再生可能エネルギーの学習、海岸清掃、伝統芸能など）の充実を図ってきました。そし

て、この学びを通して洋野町に住む人々が海洋とどのように関わり、どのような恵みを受け

ているか理解を深めることで、生徒の「課題追求能力」「表現力」を高めることを目標に指導

を進めました。小学校から継続した学習により、生徒たちは海の恵みを引き継ぎ発展してき

た郷土を誇りに思い、未来を支える人材としてたくましく成長しようとしています。 

この活動記録集には、今年度、本校で取り組んだ総合的な学習の時間の中における海洋教

育の取組実践や活動の様子などをまとめました。 
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２ 総合的な学習の時間 海洋教育年間指導計画 
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３ 総合的な学習の時間 運営計画 

 

平成 29 年度洋野町立中野中学校 総合的な学習の時間 運営計画 
 

１ 学習テーマ「自ら学ぼう～海洋教育を視点とした洋野の自然・人・社会とのふれあいから～」 

 
２ 学年テーマ・学年到達目標 

 （１）第１学年「地域を知ろう ～洋野町の山と海の関係と地元産業」 
・地元の企業、自然を活用した様々な活動を通して、洋野の海と山の関係から地元の良さを

知り、地元に対する興味・関心を深める。 
・課題設定や課題解決・追究活動に主体的に取り組む。 

（２）第２学年「地域を考えよう ～洋野町と他地域との比較から」 
・さまざまな活動を通して、他地域と洋野を比較し地元の良さについて考えるとともに、職

業観や勤労観を養いながら、将来を考える能力を高める。 
・課題設定や課題解決・追究活動に主体的に取り組み、他と協働して物事に取り組む姿勢を

身につける。 
（３）第３学年「洋野の未来を考えよう ～洋野町の発信・将来の創造」 
・洋野の良さを生かした洋野の未来を考え発信することを通し、地域を誇りに思い、将来を

創造する能力を高める。 
・課題設定や課題解決・追究活動に主体的に取り組み、さまざまな係わりの中から自分らし

さを求めて想像する能力を高める。 
 
３ 総合的な学習の時間を通して目指す生徒像 

中野中学校の目指す生徒像 
自ら学び自ら修める生徒 

 
総合的な学習の時間の目指す生徒像 

・様々な事柄から、自ら課題を発見・設定し、課題を追及することのできる生徒 
・収集した情報を、整理したり分析したりして思考し、自分の気づきや考えをまとめ、 

表現することのできる生徒 
・様々な場面で仲間と協同しながら、問題解決に向かうことのできる生徒 
・現在そして将来、生まれ育った地域や自分の住む場所の発展と、自己の望ましい生き 

方・在り方を考え続ける生徒 
目的：郷土を愛し、復興・発展を担う人材の育成 

 
総合的な学習の時間 

第３学年「洋野の未来を考えよう ～洋野町の発信・将来の創造」 
 

第２学年「地域を考えよう ～洋野町と他地域との比較から」 
 

第１学年「地域を知ろう ～洋野町の山と海の関係と地元産業」 
 

中野小学校での学習 
各教科                          特別活動・道徳 

          
※各教科においては、海洋教育に関わりがある部分について可能な範囲で取り入れる 

全
学
年 

キ
ャ
リ
ア
教
育 
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４ 今年度の重点 

 （１）課題追及能力の育成 

様々な事柄から、「海」を視点とし、自ら課題を発見・設定し、課題を追及する力を高

める。また、課題を解決するために、各教科で身につけた専門知識や情報（非連続型テキ

スト）を収集・分析する力を高める。 

   【総合的な学習の時間、キャリア教育、各教科】 
 （２）表現力の育成 

    調査・体験したこと、自分の考えをまとめ、発表することで表現力の育成を図る。ま

た、他の級友や学年の発表を聞き、質問・評価し合うことで、発表の力を高める。 

   【体験活動のまとめの発表：ポスターセッション、個人新聞など】 
   【講演会等の感想発表】 
   【他学年との交流、文化祭での発表、展示】 

 （３）人とのかかわり 

    グループでの教え合いや、地域の方とのかかわりなどを通して、他者と協同して課題を

解決しようとする活動を重視する。 

【1 年：地元企業訪問・講演 2年：地域の産業や環境について学ぶ 3年：個人研究】 

【全学年：地域特産品の販売】 

 （４）地域への貢献 

    総合的な学習の時間で学んだことを、地域のために生かす場面を設ける。 

   【体験学習のお礼、地域でのボランティア活動、地域の将来像の考察など】 

 

５ 評価の観点 

３年間で身につけたい力 

人間関係形成 意思決定 情報活用 将来設計 

 ・他者の良さや気持 
 ちを理解できる。 
 ・よりよい方向へ意 
 見を出し合うための 
 コミュニケーション 
 が図れる。 
 ・互いに教えあうな 
 ど協力して活動でき 
 る。 

 ・物事を論理的に判 
 断し、自分の意見を 
 言える。 
 ・判断や決定には自 
 分の責任が伴うこと 
 を理解する。 
 ・自らの状況を客観 
 的に把握し、その考 
 えを整理できる。 

 ・情報収集の方法を 
 選択し、調査活動が 
 できる。 
 ・職場体験などを通 
 して、集めた情報を 
 評価し、整理できる。 
 ・集めた情報を自分 
 で分析し、論理的に 
 発表できる。 

 ・日常の生活や学習 
 と、将来の行き方と 
 を関連させて考える 
 ことができる。 
 ・将来の進路希望に 
 基づいて目標を立 
 て、その達成に向け 
 て努力できる。 

かかわる力 考える力 伝える力 磨く力 

 
４ 実践計画について 

 本校の総合的な学習の時間 運営計画に基づいた海洋教育の実践計画 

 【総合的な学習の時間の各学年のテーマ・概要・活動計画・教科との関連】 

１学年 

テーマ 「地域を知ろう～海と山の関係」 

概 要 

・地元の企業、自然を活用した様々な活動を通して、洋野の海と山の関係から地元

の良さを知り、地元に対する興味・関心を深める。 

・課題設定や課題解決・追究活動に主体的に取り組む。 

教科との

関連 
・国語科、理科、社会科、美術科、技術・家庭科 
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活動計画 

・森は海の恋人の学習 

・地元企業の事業と海の関係の学習 

・なめこの植菌作業 

・三陸あわび茸の菌床ポットづくり 

・大野地区の産業と海洋の係わりについて 

・文化祭での洋野町物産品の販売 

・商品のラベル作成   ・まとめと発表 

 

２学年 

テーマ 「地域を考えよう～洋野町と他地域との比較から」 

概 要 

・さまざまな活動を通して、他地域と洋野を比較し地元の良さについて考えるとと

もに、職業観や勤労観を養いながら、将来を考える能力を高める。 

・課題設定や課題解決・追求活動に主体的に取り組み、他と協働して物事に取り組

む。 

教科との

関連 
・国語科、理科、社会科、技術・家庭科 

活動計画 

・キャリアアップ研修（岩手県盛岡市）での洋野町物産品の販売 

・仙北市の再生可能エネルギー・産業などの学習と洋野との比較 

・三陸あわび茸の収穫 

・まとめと発表 

・地元地域での職場体験    ・修学旅行に向けた販売準備 

 

３学年 

テーマ 「洋野の未来を考えよう～洋野町の発信・将来の創造」 

概 要 

・洋野の良さを生かした洋野の未来を考え発信することを通し、地域を誇りに思

い、将来を創造する能力を高める。 

・課題設定や課題解決・追求活動に主体的に取り組み、様々な係わりの中から自

分らしさを求めて創造する能力を高める。 

教科との 

関連 
・国語科、理科、社会科、数学科、英語科、技術・家庭科 

活動計画 

・修学旅行（東京都中野区）での洋野町物産品の販売 

・洋野町復興支援員による「洋野の良さ」講演 

・海成段丘の地形を生かした「ひろのまきば天文台」での天体観測 

・洋野の良さを生かした未来について考え発信するグループ研究 

・まとめと発表 

 

全学年 

テーマ 
「自ら学ぼう ～海洋教育を視点とした洋野の自然・人・社会とのふれあいから

～」 

概 要  

教科との 

関連 
・国語科、理科、社会科、数学科、英語科、技術・家庭科 

活動計画 ・小中合同海岸清掃、伝統芸能「ナニャドヤラ」取組、地域に向けた情報の発信 
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５、各学年の実践 

（１）総合的な学習の時間 各学年学習指導案 

【１学年】 

総合的な学習の時間学習指導案 

日 時  平成２９年 10 月 20 日（金） 5 校時 

学 級  1 年Ａ組（男子 9、女子 3名 計 12名） 

場 所  １年Ａ組教室 

授業者  村松康司・藤堂文隆・米澤博幸 

 

１ 単元名   「地域を知ろう ～洋野町の山と海の関係と地元産業～」 

 

２ 単元設定の理由 

（１）生徒の実態から 

生徒は小学校４年生から海洋教育に取り組んでおり、体験的な学習や個人テーマに基づいた課題解

決的な学習を通して、多くの知識や技能を身につけている。特にも、グループ活動における話し合いや

資料作成、発表の仕方などは中学校 1 年生の段階としては優れたレベルにあると思われる。小学校６年

生時に「東北海洋子どもサミット in 気仙沼」に参加しており、その大舞台での経験が大きな自信となって、

今もなお海洋に対する興味や関心、意欲につながっている。中学校の総合の学習においても、考えたり、

意見を交わしたりする活動に、小学校での知識や経験が生かされており、さらに発展した内容での学習を

実践していくためには、より具体的・専門的な学習を行っていく必要がある。 

（２）単元で育成したい資質や能力及び態度 

【学習方法に関すること】 

 ・小学校などで身につけた知識や技能を活かしながら、自分たちで設定した課題解決に向け、情報の

収集と分析をして、問題解決することができる。 

【自分自身に関すること】 

 ・問題解決の過程で、いろいろな情報を整理し、自分の意見や考えを伝えることができる。 

【他者や社会に関すること】 

 ・地域とかかわる探究的な学習を通して、地域の一員としての自覚を持ち、洋野町の良さを発信すること

ができる。 

（３）教材について 

海に面した地域に暮らす漁業関係者や子ども達が、山で広葉樹の苗を植えたり、間伐などの森林整備

を行う活動が全国的に広がり、豊かな海を作るために大きな成果を上げている。洋野町も、海と山に囲ま

れた地域にあることから、海が山や川の環境、さらに人間の生活にも大きく関わっていると考えられる。 

こうしたことから、洋野町の土地や気候を生かした題材を取り上げ、学習活動を展開することは、海との

関わりについて課題意識を持ち、生徒が主体的に学習を進めていくことができるものと考える。また、自分

たちの地域にとって、いかに海が大切なものであるかを再認識できるきっかけとなるとともに、洋野町の良

さを知り、自分たちの手でさらに発展させていこうとする意識を育てることができるものであると考え本単元

を設定した。 

 

３ 単元目標 

 ・目的にふさわしい情報収集のしかたを知ることができる。 

 ・まとめ方のプロセスを知り、学習の成果をまとめることができる。 

 ・調査活動等を通して自分らしさや自己の成長を発見することができる。 
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４ 単元の評価規準 

 学習方法に関すること 自分自身に関すること 他者や社会に関すること 

評
価
規
準 

・小学校などで身につけた知

識や技能を活かしながら、自

分たちで設定した課題解決に

向け、情報の収集と分析をし

て、問題解決することができ

る。 

・問題解決の過程で、いろい

ろな情報を整理し、自分の意

見や考えを伝えることができ

る。 

・地域とかかわる探究的な学

習を通して、地域の一員と

しての自覚を持ち、洋野町

の良さを発信することができ

る。 

 

  

５ 単元指導計画 

段階 時数 海 洋

観点 

活動内容 
評価方法 

課
題
設
定 

２ 

知 ○オリエンテーション 

・追Ｑの３年間の見通しと、１年次の学習について確

認する。 
行動観察 

情
報
の
収
集 

６ 

知 

 

知利 

 

知 

 

知 

 

親 知

守利 

○講義「長根商店の事業と海との関わり」 

 ・きのこと海との関わりに通いて知る 

○三陸あわび茸の菌床ブロックづくり 

 ・三陸あわび茸の菌床ブロックづくり実習 

○講義「大野地域の産業やくらしと海洋とのかかわり」 

 ・海成段丘と大野地域の産業やくらしについて学ぶ 

○ＤＶＤ「カキ養殖人 畠山重篤」 

 ・ＤＶＤを視聴し、海と山との関係について学ぶ 

○海岸清掃 

 ・有家浜の清掃活動 

行動観察 

ワークシート 

課
題
追
求
（整
理
・分
析
） 

１４ 

知利 

 

知利 

 

 

知利 

○テーマの決定 

 ・グループごとに発表テーマを決定する 

○発表の準備 

 ・ポスターセッション形式による発表のためのポスター

を作成し、発表原稿を考える 

○販売商品の学習と実習 

 ・文化祭での販売実習の商品について説明を聞く。 

 ・販売する商品のラベル貼り 

○販売実習準 

・お客様に買ってもらうための商品のセールスポイントを

考える 

行動観察 

ワークシート 

ま
と
め
・表
現 

５ 

知利 

 

 

知利 

 

知利 

○プレ発表会 

 ・ポスターセッションでよりわかりやすく伝えるための工

夫を話し合う（本時） 

○文化祭での発表 

  

○文化祭での販売 

 

発表の様子 

ワークシート 

行動観察 
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６ 本時の指導 

（１）本時の目標 

 「洋野町の産業と海洋と山は、それぞれ関連性があるのではないだろうか」のまとめを、 

ポスターセッションでより分かりやすく伝えることができる工夫を話しあう。 

 

（２）本時の評価基準 

 

（３）展開案 

段

階 
学習内容 学習活動 

指導上の留意点と

評価の工夫 

☆留意点  ◎評価 

導

入 

５ 

分 

・本時の目的と内容

の確認 

 

・ 本時の学習の流れを確認し、見通しを持つ。 

１班：山と海 

２班：地元産業 

 ３班：海成段丘 

 

 

 

 

 

 

担当：藤堂先生 

担当：村松先生 

担当：米澤先生 

展

開 

４０ 

分 

・自分とは違う班の

発表のビデオ映像

を見る（１０分） 

 

・話し合い①（５分） 

 

 

 

 

・班交流（５分） 

 

・ 自分たちの班の

発表のビデオ映像

を見る（１０分） 

・  

・話し合い②（１０

分） 

・ 各班、班隊形にて討論形式で見る。 

・ 良い点／改善点を探す。 

・ 質問があるならプリントに書き込む。 

 

・ 班で話し合い、プリントをまとめる。 

 

 

 

 

・ 代表者が班で話し合った意見を伝える。 

 

・ 良い点／改善点を探す。 

・ 交流で指摘された点を意識しながら見る。 

 

 

・ 自分たちのポスターセッションをどう工夫したらより

良くなるか話し合う。  

 

 

 

 

◎ 話し合いの役割

分担ができてい

る。 

☆ 悪い点を探させ

ず、建設的な意見

が出るように導く。 

 

 

 

 

 

 

 

身に付けさせたい 

資質や能力 
評価基準 支援を要する生徒への手立て 

学習方法に 

関すること 

自分たちで役割分担ができ、円滑な

話し合いをすることができる。 

グループでの役割を果たせるよう

に、声掛けを行い、支援していく。 

自分自身に 

関すること 

事前に行った発表の映像を見て、そ

のことについての意見を発表するこ

とができる。 

班員の意見を聞き、他の班や自分た

ちの発表をどのように工夫したら良く

なるか、ワークシートにまとめさせる。 

より分かりやすく伝えることができる工夫を話し合おう 
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◎ 話し合いの役割

分担ができてい

る。 

☆話し合いの方向性

がズレないように導

く。 

ま 

と

め 

５ 

分 

・話し合いの結果を

発表 

・本時の学習の振り

返り 

・ 班長から簡潔に数点あげてもらう。 

 

・ 本時の学習を振り返り、自分の発表についての、よ

かった点や改善点を整理させる。 

 

・ 次時の学習について確認する。 

 

☆担当はどれが良い

か確認しておく。 

◎より伝わりやすい

適切な発表をめざし

た、ポスターセッショ

ンの振り返りをしてい

る。 

 

(4)板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１０月２０日           今日のポイント         各班の工夫 
学習課題                             ・１班 
 
 
                                 ・２班 
今日の流れ 
 
                                 ・３班 
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１学年追Ｑ 学習シート   「地域を知ろう ～洋野町の山と海の関係と地元産業～」 

  

１年    番 名前                       

 

○今日の流れ 

 

○学習課題 

 

○今日のポイント 

・ 他の班のビデオのときは、とにかく良い点を探してあげよう。 （自分たちのためになります） 

・ 「こうしたらもっと良くなる」のような改善点があったら、代案まで考えてあげよう。 

（他の班と建設的な意見交流ができます） 

・ 「もっと説明が欲しい」、「いまいち分からなかった」など、もっと知りたい内容だったことがあれば教

えてあげましょう。 （チーム中野中１年生のポスターセッションのレベルの底上げになります） 

・ ホワイトボードを活用しながら、班での交流をしましょう。 （他の班員の意見が分かりやすくなりま

す） 

・ 自分たちの班用では、他の班からの意見を参考にして、いろいろな視点からアイデアを出し、どう

すればもっと良くなるかを熱く話し合いをしましょう。 

・ ビデオでの発表者の声の大きさや聞き取りやすい速さなのか、評価してあげましょう。 

○今日の評価 

自己評価 
Ａ－できた Ｂ－少しでき

た Ｃ－できなかった 
自己評価について、具体的書いて下さい。 

自分たちで役割分担

ができ、円滑な話し

合いをすることができ

た。 

  

事前に行った発表の

映像を見て、そのこと

についての意見を発

表することができた。 

  

 

  

  
 

７ 

今
日
の
評
価 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
分 

 

 
 

 
⇒

 
 

（ 

発
表
者
②
） 

６ 

自
分
た
ち
の
班
の
工
夫 

 
 
 

３
分 

 
 

 
 

 
 
⇒

 
工 

 

夫 

 
 

 
 

 
 
⇒

 

（ 

班
の
話
し
合
い
②
・役
割
） 

５ 

自
分
た
ち
の
班
用
プ
リ
ン
ト 

⒑
分 

 
 

 
 

 
 

⇒
 

４ 

自
分
た
ち
の
ビ
デ
オ 

 
 

 
 

⒑
分 

 
 

 
 

 
 

⇒
 

（ 

発
表
者
①
） 

３ 

他
の
班
と
の
交
流 

 
 

 
 

 

５
分 

 
 

 
 

 
 

⇒
 

（ 

班
の
話
し
合
い
①
・役
割
） 

２ 

他
の
班
用
プ
リ
ン
ト 

 
 

 
 

５
分 

 
 

 
 

 
 

⇒
 

１ 

他
の
班
の
ビ
デ
オ 

 
 

 
 

 

⒑
分 



13 
 

記入欄は縮小して 

掲載しています。 

 

チェックシート（他の班用） 

                         記入者名   班              

 

評価の観点 評価 

１．声の大きさは適当であったか 良い  ４・３・２・１ 良くない 

２．相手の聞き取りやすい速さで話がされているか 良い  ４・３・２・１ 良くない 

３．発表の内容を理解することができたか できた ４・３・２・１ 分からなかった 

◎ 良い点 

 

 

△ 改善点 

 

 

・質問／内容がよくわからない点／説明がもっと欲しい点 

                                                   

                                                

 

 

 

チ   チェックシート（自分たちの班用） 

                         記入者名   班              

 

評価の観点 評価 

１．声の大きさは適当であったか 良い  ４・３・２・１ 良くない 

２．相手の聞き取りやすい速さで話がされているか 良い  ４・３・２・１ 良くない 

３．発表の内容を理解することができたか できた ４・３・２・１ 分からなかっ

た 

◎ 良い点 

 

 

△ 改善点 

 

 

☆班として、工夫するところ・手直しが必要なところ 

                                                   

 
班 

 
班 

記入欄は縮小して 

掲載しています。 
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【２学年】 

平成２９年度 洋野町立中野中学校 総合的な学習の時間学習指導案 

日 時 平成２９年７月６日（木） 

                  学 級 ２年Ａ組（男子６名、女子１１名、計１７名） 

場 所 ２年Ａ組教室 

授業者 谷藤貴彦 島川厚志 

 

１ 単元名 「地域を考えよう ～洋野町と他地域との比較から～」 

 

２ 単元設定の理由 

（１）生徒の実態から 

本学級の生徒は、１年次の追Ｑの学習で「洋野町の山と海の関係と地元産業」について、

実習を中心に体験的な学習を行ってきた。実習で得た情報をもとに、調査活動を行い、レポ

ートや模造紙にまとめ、ポスターセッションで発表する表現活動を行ってきた。その様子を

見ると、グループによる意見交流や調査活動、まとめの発表などは小学校からの積み重ねも

あり比較的慣れている。しかし、発表の内容が浅く、深く掘り下げて考えるまでに至ってい

ない。 

（２）単元で育成したい資質や能力及び態度 

【学習方法に関すること】 

・身に付けた知識・技能を活用しながら、必要な情報を収集・分析し、相手や目的、意図に応

じて論理的に表現することができる。 

【自分自身に関すること】 

・課題解決の過程で、学び方や考え方を身につけるとともに、自分の意見や考えを堂々と伝

えることができる。 

【他者や社会に関すること】 

・自分の住む地域の特徴を生かし、友達の意見や学習の成果を参考にして、課題を解決する

ことができる。 

（３）教材について 

キャリアアップ研修において班別自主研修の場所となった秋田県仙北市の角館は、歴史あ

る武家屋敷や桜並木、伝統工芸品など昔の街並みや歴史を生かした観光の名所である。今回

の学習では、角館と私たちが住む洋野町という特徴の大きく異なる２つの地域を比較しなが

ら、それぞれの良さについて探究させていきたい。他地域の良さを知ることは、自分たちの

住む洋野町の良さを再認識する手立てとなり、さらには洋野町の未来の発展を考えていく具

体的な視点になると考え、本単元を設定した。 

 

３ 単元目標   

・身に付けた知識・技能を活用しながら、必要な情報を収集・分析し、相手や目的、意図に応

じて論理的に表現する力を高める。 

・課題解決の過程で学び方や考え方を身につけるとともに、自分の意見や考えを堂々と伝え

ることができる。 

・自分の住む地域の特徴を生かし、友達の意見や学習の成果を参考にして、課題を解決する

ために資質や能力を形成していく。 

 

４ 単元の評価規準 

 学習方法に関すること 自分自身に関すること 他者や社会に関すること 

評
価
規
準 

身に付けた知識・技能を
活用しながら、必要な情報
を収集・分析し、相手や目
的、意図に応じて論理的に
表現しようとしている。 

課題解決の過程で、学び
方や考え方を身につけると
ともに、自分の意見や考え
を堂々と伝えている。 

自分の住む地域の特徴を
生かし、友達の意見や学習の
成果を参考にして、課題を解
決しようとしている。 
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５ 単元指導計画 

段階 時数 
海洋 

観点 
活動内容 評価方法 

課
題
設
定 

１０ 

知 

 

知 

 

 

親知 

 

○ガイダンス 

・今年度の追Ｑの学習について確認する。 

○キャリアアップ研修事前学習 

・ねらいと課題の確認を行う。 

・班毎に班別自主研修のテーマを話し合う。 

○キャリアアップ研修に向けて 

・販売実習で販売する商品の説明を聞く。 

・販売実習準備をする。（役割分担、必要物品の準備） 

ワークシート 

行動観察 

情
報
の
収
集 

１２ 

親利 

 

知 

 

知 

 

 

知 

○盛岡での販売実習 

・洋野町ＰＲ大作戦として洋野町の特産品を販売 

○班別自主研修 

・洋野町と角館市を比較しながら班別に研修を行う。 

○再生可能エネルギーについて 

・仙北市のバイオマスエネルギーと無人走行バスにつ

いての講義を聴く。 

○キャリアアップ研修 

・販売実習、班別自主研修のまとめを行う。 

行動観察 

しおり記録 

 

課
題
追
究
（
整
理
・
分
析
） 

６ 

知利 

 

 

知利 

 

知利 

○学びの整理 

・洋野町と角館市の比較をしながら、洋野町の良さにつ

いての新たな発見・気づきを整理する。 

○まとめ発表の準備 

・発表案の構成を行い、発表原稿を作成する。 

○発表用デジタル資料作成・練習 

・パワーポイントによる発表資料を作成し、発表の練習

を行う。 

ワークシート 

行動観察 

 

ま
と
め
・
表
現 

４ 

知利 

 

 

知利 

○プレ発表会 

・発表の練習・確認、発表内容の修正を行う【本時】 

・相互評価し合い、改善点を踏まえ修正し仕上げる。 

○文化祭での発表 

発表の様子 

相互評価 

自己評価 

ワークシート 

 

６ 本時の指導 

（１）本時の目標 

   ①プレ発表を行い、各班の発表に対して相互評価をし、改善策を考えることができる。 

   ②一人一人が自分のグループの発表内容を理解し、伝わりやすく発表することができる。 
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（２）本時の評価規準 

身に付けさせたい 

資質や能力 
評価規準 支援を要する生徒への手だて 

学習方法に 

関すること 

 発表の内容や表現方法を評価する

ことができ、良かった点や改善点に

ついて伝えることができる。 

 積極的に自分の意見を伝

えられるように、声掛けを行

い、支援していく。 

自分自身に 

関すること 

 内容を理解して、伝わりやすく発

表することができる。 

発表の内容について整理

させ、発表会に向けてグルー

プで確認させる。 

 

（３）展開案 

段

階 
学習内容 学習活動 

指導上の留意点と評価の工

夫 

☆留意点 ◎評価 

導

入

５

分 

１．本時の目的と内

容の確認 

・本時の学習の流れを確認し、見通しを

持つ。 

 

 

展

開

40

分 

２．プレ発表 

○発 表 

 

 

 

 

 

○意見交流 

（１つの発表ごと） 

 

 

 

 

 

３．班協議 

 

 

・プレ発表のやり方を確認する。 

・各班のメンバー１人ずつで構成され

た４(５)人１組のグループを作り、グ

ループ内で１人ずつ自分の班の発表

を行う。 

・評価者は、簡単にメモを取りながら発

表を聞く。 

 

・評価者は、３つの視点の良かった点、

改善すべき点を自由に出し合う。 

・発表者は、班協議のためにメモを取り

ながら評価者の意見を聞く。 

 

 

・他の班の発表やグループメンバーの

意見（メモ）等から、自分たちの発表

内容を再吟味する。 

・時間があれば修正作業を行う。 

☆発表を聞くときの３つの視

点について意識させる。 

〈３つの視点〉 

①内容・伝えたい事につい

て 

②発表の仕方について 

③映像表現について 

◎自分の班の発表内容を理解

し、伝わりやすく発表して

いる。（観察・ワークシー

ト） 

◎発表を聞いて相互評価を

し、改善策など意見を述べ

ている。（観察・ワークシー

ト） 

 

☆具体的な改善ポイントを整

理させる。 

プレ発表を行い、伝わりやすい発表にするための工夫について考えよう。 
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ま

と

め

５

分 

４．本時のまとめ 

 

 

 

５．本時の学習の振

り返り 

・班協議を通して、発表内容について３

つの視点から改善すべき点や付け加

えたい点を発表する。 

 

・本時の学習を振り返り、自己評価す

る。 

・班番の発表に向けて、発表の見直しを

することを伝える。 

☆生徒の学習状況を確認、評

価する。 

 

 

◎本時の学習課題についての

振り返りができている（ワー

クシート） 

 

（４）板書計画 

 

 

【３学年】 

平成 29 年度 洋野町立中野中学校 総合的な学習の時間学習指導案 

日 時  平成２９年 ６月１２日（月） ５校時 

学 級  ３年Ａ組（男子９名、女子９名 計１８名） 

場 所  ３年Ａ組教室 

授業者  高橋 健太郎（Ｔ１）  田毛 亜紀（Ｔ２） 

 

（年間指導計画） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習 

課題 

プレ発表を行い、伝わりやすい発表に 

するための工夫について考えよう。 

【今日の学習の流れ】 

１ プレ発表について 

２ プレ発表＋意見交流 

３ 班協議 

４ 班協議のまとめ発表 

（各班１名） 

５ 振り返り（数名発表） 

【発表を聞く３つの視点】 

①内容・つたえたいこと 

②発表の仕方 

③映像表現 

１班 

２班 

３班 

４班 

班協議の内容から 
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【３学年】 

平成 29 年度 洋野町立中野中学校 総合的な学習の時間学習指導案 

日 時  平成２９年 ６月１２日（月） ５校時 

学 級  ３年Ａ組（男子９名、女子９名 計１８名） 

場 所  ３年Ａ組教室 

授業者  高橋 健太郎（Ｔ１）  田毛 亜紀（Ｔ２） 

（年間指導計画） 

月 
観
点 

第１学年 
観
点 

第２学年 
観
点 

第３学年 

４ 

知 
 

 ガイダンス・小学校総合
学習の紹介 

知 
 
知利 

 
利 
知利

守 

ガイダンス（「洋野町の
将来の姿」説明） 
 キャリアアップ研修準
備 
 販売実習の準備 
再生可能エネルギーに
ついて 

知 
親 
知 
親利 

知 

知 
知 

 ガイダンス 
ふるさと大使任命式 
職業体験（修学旅行） 
販売体験 
班別自主研修 
修学旅行のまとめ 

 修学旅行報告会 

５ 

知 
知利 

 

知利 

カキ養殖人 
講義（長根商店さんの事
業と海） 
実習①（なめこの植菌作業） 

私たちの夢 

知利 

親利 

知利 

守 

キャリアアップ研修準備 

販売実習 
再生可能エネルギー施
設見学 
働くことと学ぶこと 

知 
利 

講義（洋野の良さを知ろう）  
個人テーマの設定 

６ 

知利 

 

知利 

実習②（あわび茸菌床ブ
ロックづくり） 
講義（大野地域と海洋） 
働くとは？職業とは？ 

知 
知 

知利 

職場研修の班まとめ 
キャリアアップ研修発表 

個人・グループ課題設定 

私の能力と適正 

利 課題追究 

７ 

 
 

知利 

 課題追究 
働く人々の姿 

知利

守 

知 
知利 

 洋野町再生可能エネル
ギー施設見学 
東大出前授業 
課題追究 

知利  課題追究 
一日体験入学に参加してみ
よう 

 親 知 守 利  海岸清掃（全校）  

８ 
知利 課題追究 

働く人の仕事と考え 
知利  課題追究  

知利 
（高校体験入学） 
課題追究 

９ 
知利 

知利 
 実習③（あわび茸収穫） 
販売商品説明会 

知利 再生可能エネルギーに
ついてまとめ 

知利  課題追究 
心豊かに生きる 

10 

知利 

 

親利

知 

販売実習・発表の準備 
海洋サミットに向けて 
文化祭での販売・発表 

 
知利 

親利 

知 

 職場体験・発表準備 
海洋サミットに向けて 
なめこの収穫・加工 
文化祭での発表 
社会の一員として 

知利 

知利 

知利 

知 

 課題追究・まとめ 
文化祭発表準備 
海洋サミットに向けて 
文化祭での発表 
進路選択に備えて 

 文化祭に向けて（全校）   

11 

知利 

親利 
 課題追究 
実習④（ラベル作成） 

知 
知 

 職場体験 
 職場体験まとめ 
種市高校体験入学 

知

利 

利 

 課題追究・まとめ 
洋野町将来像の創造 
進路計画の最終検討 

12 
知  個人課題まとめ 知 

知 
職場体験まとめの発表 
東京の訪問先調べ 

知  卒業論文・制作完成・発表 
面接試験の心得 

１  職業の世界    面接練習 

２ 
・ 
３ 

知 
 

 個人課題まとめの発表 
生き方いろいろ 

知 
知 

修学旅行に向けた準備 
個人テーマの設定 

 
 

 入試の心構え 
 卒業時期を迎えて 
 夢に向かって 

＊ゴシック体：総合的な学習の時間以外の時間に学習する内容で総合に関わりのある内容 
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１ 単元名   「洋野の未来を考えよう ～洋野町の発信・将来の創造」     ３９単位時間扱い 

 

２ 単元設定の理由 

（１）生徒の実態から 

 生徒は真面目で素直であり、与えられた課題について一生懸命誠実に取り組むことができる。また、書

く活動について比較的得意としている生徒が多い一方で、自由に自分の考えを持ち、表現することなど

創造的な活動を苦手とする一面がある。 

そこで、総合的な学習の時間において、洋野町が推進する「ひろの学」の視点を取り入れ、昨年度及

び今年度の学習をふまえ、さらにこの地域の良さを学び、今後の洋野町の未来について考えることとした。 

この学習を通して、生徒が創造的に思考し、論理的検証を経験する中で、自分の意見や考えを根拠を

もって発信することができる力を育成し、表現力を高めたい。 

（２）単元で育成したい資質や能力及び態度 

【学習方法に関すること】 

 ・「海」を視点に自分たちが設定した課題に対して、身に付けた知識・技能を活用しながら、他者と協働

し、情報を収集・分析し、課題解決することができる。 

【自分自身に関すること】 

 ・課題解決の過程で人との出会いに感謝しながら、学び方や考え方を身につけるとともに、自分の意見

や考えを堂々と伝えることができる。 

 ・地域と自分とのかかわりを踏まえて、自己の将来の生き方について考えることができる。 

【他者や社会に関すること】 

 ・「海」を視点に地域とかかわる探求的な学習を通して、地域の一員としての自覚を持ち、郷土を愛する

心を培い、現在そして将来、生まれ育った地域や自分の住む場所の発展を考えることができる。 

 
（３）教材について 

生徒が暮らす洋野町は岩手県の最北端に位置する、人口約１７０００人の太平洋に面した町で、

海の他に、山・川と、自然の循環構造を有している。縦にも横にも広いため、少し移動しただけで、地

理・地形・文化など全く違う魅力をもつ町でもある。しかし、将来、地域発展の担い手として期待され

る生徒は、地域の魅力についてあまり知らない状況である。 

３年生は、２年生で、「地域を考えよう ～洋野町と他地域との比較から」をテーマに、地元企業の商品

販売体験や、地元の資源を生かした再生可能エネルギーの検証、地域での職場体験を通して、地域の

良さを学んできた。それらを土台とし、3 年生では洋野の良さを生かした洋野の発展的な未来を考え発信

する学習を行う。「海」を視点に地域とかかわる探求的な学習を通して培う、地域の一員としての自覚や郷

土を愛する心は、現在そして将来、生まれ育った地域や自分の住む場所の発展を考える礎となると

期待し、本単元を設定した。 

 

３ 単元目標 

  郷土を愛し、復興・発展を担う人材の育成を目的とするため、以下の目標を設定した。 

・「海」を視点に、より地域を発展させるための課題を設定し、地域とかかわる探求的な学習を通して、

地域の良さに気づき、課題を解決するために資質や能力を形成していく。 

・課題解決の過程で人との出会いに感謝しながら、創造的思考力や論理的思考力を身につけるととも

に、自分の意見や考えを根拠をもって堂々と発表することができる。 

・地域の一員としての自覚を持ち、郷土を愛する心を培い、現在そして将来、生まれ育った地域や自

分の住む場所の発展を考える態度を養う。 
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４ 単元の評価規準 

 学習方法に関すること 自分自身に関すること 他者や社会に関すること 

評
価
規
準 

・「海」を視点とした課題を

設定することができてい

る。 

・身に付けた知識・技能を

活用しながら、他者と協働

し、情報を収集・分析して

いる。 

・課題解決の過程で人との出会

いに感謝しながら、学び方や考え

方を身につけるとともに、自分の

意見や考えを堂々と伝えている。 

・地域と自分とのかかわりを踏ま

えて、自己の将来の生き方を考

えている。 

・地域の一員としての自覚や、 

郷土を愛する心が育ってい

る。 

・現在そして将来、生まれ育

った地域や自分の住む場所

がどうすれば発展するかを

考えている。 

 

５ 単元指導計画 

学習過程 
時

数 

海洋

観点 
活動内容 指導のポイント 評価方法 

ガイダンス １ 知 学習の目的 
・「洋野の未来を考えよう ～洋野町の発信・

将来の創造」の学習の目的を理解させる。 
ワークシート 

ふるさと大使

任命式 
2 親 

ふるさと大使と

しての自覚を

持つ 

・任命式への参加を通し、洋野町の代表とし

て洋野町の良さを PR する自覚を持たせる。 行動観察 

販売体験 3 親利 
洋野町特産品

の販売 

・洋野町や特産品の良さを伝えながら、商品

を完売させる。 

・働くことの意義や働くうえで大切なことにつ

いて考えさせる。 

行動観察 

しおり 

修学旅行新聞 

修学旅行の

まとめ・表現 
3 知 

修学旅行のま

とめ 

・収集した情報を整理し、個人新聞にわかり

やすくまとめさせる。 

・班別自主研修で学んできたことを整理し、

グループで発表内容を考え、ICT 機器を活

用し、わかりやすく伝わるように表現させる。 

修学旅行新聞 

発表の様子 

相互評価 

講義 2 親知 
洋野町復興支

援員に学ぶ 

・課題設定に向け、洋野町の魅力を知ること

を意識させ、話を聞いたりメモをとらせたりす

る。 

ワークシート 

行動観察 

課題の設定 2 利 

「海」を視点と

し地域を発展

させることがで

きそうな課題

を設定 

・洋野町の良さを生かし、「海」を視点とし地

域を発展させることができそうな課題を適切

に設定する。 

・２，３名のグループで１つのテーマと検証方

法を決定させる。 

ワークシート 

行動観察 

課題追究 

（情報の収

集） 

8 知利 
テーマに応じ

た情報の収集 

・「海」を視点とした課題解決に対する必要な

情報をメモしたり写真を撮ったりして記録させ

る。 

・対象の人に対して、課題解決に必要な視点

で質問することができるように、マナーなどを

指導する。 

ワークシート 

行動観察 

海岸清掃 2 
親知

守利 
有家浜の清掃 

・活動の意義を考えさせ、積極的に参加する

よう 

に促す。 

行動観察 

自らの探求      

課題追究 

（ 整 理 ・ 分

析） 

5 知利 

課題に基づい

た適切な情報

の整理と分析 

・得た情報を、テーマや仮設との関係で、グ

ラフ化して比較したり、関連付けたりさせる。 

・各教科で習得した知識や技術を使うように

促す。 

ワークシート 

行動観察 
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まとめ・表現 11 知利 
「課題検証」の

まとめ 

・目的、意図に応じてまとめ、相手に伝わる効

果的な伝達方法を考え、わかりやすく表現さ

せる。 

・自分の将来や地域の発展について考える

ことができたか評価する。 

・相互評価を行い、学習を通しての成長を確

かめさせる。 

発表のようす 

相互評価 

自己評価 

 

６ 展開案 

段 

階 
学習内容 学習活動 

指導上の留意点と評価の工夫 

☆留意点  ◎評価 

導 

入 

5 

分 

・本時の目的と内

容の確認 

・本時の学習の流れを確認し、見通しを

も 

つ。 

 

 

 

 

☆今年度の１時間目に配布した

プリントを参照させ、学習の内容

について確認させる。 

展 

開 

40 

分 

・テーマ設定に向

けてのイメージを

膨らませる 

（１２分） 

 

 

 

 

 

 

 

・テーマを設定し、

根拠となる事柄は

何か考える 

（１５分） 

 

 

 

 

 

・班で交流し、深

める 

（１３分） 

 

 

 

 

・修学旅行で見たり、体験したり、調べ

たりしてきた東京と洋野の違いについて

想起し、テーマ設定についてのイメージ

を膨らませる。 

 

 

・２年次に学習をした、「洋野町と再生

可能エネルギー」について想起し、３年

次の学習との結びつきを持たせることが

できるかどうかを考える。 

 

・２・３年で学習した内容を踏まえて、テ

ーマを設定する。また、その実現の可

能性について検証するために必要な根

拠となる事柄は何か考え書き出す。 

【個人】→【グループ】 

 

 

 

 

・設定したテーマと根拠について、班で

交流し、お互いに根拠の部分につい

て、アドバイスしあう。 

 もしもテーマが同じになってしまった

場合は、修正をする。 

 可能であれば、調査の方法について

も確認をさせる。 

 

☆写真を提示しながら、一つ一

つ丁寧に扱っていく。この際、

『提示した内容に「海の視点」を

取り入れられるか』を意識させな

がら考えさせる。 

 

☆２年次に班ごとに作成した 

ポスターを事前に掲示してお

き、思い出しやすいように環境を

整えておく。 

 

☆宮本さんとの学習から、現在

洋野町の魅力を活かすという観

点も活用するように促す。 

◎洋野町の未来について、学習

した内容をもとに、自分なりの考

えを持つことができている（観

察・ワークシート） 

☆教師は各グループを回りなが

ら、アドバイスをする。 

◎伝わりやすい声の大きさや、

速さを考えながら、聞き手目線

で話ができている（観察） 

◎聞き手は、相づちを打ったり、

うなずきながら、笑顔で相手の

話を聞こうとしている。発表に対

し、自分の意見を述べている。

（観察） 

「洋野の未来を考えよう～海の視点を通して～」について、テーマを設定し、その実現の可

能性を検証するために、根拠となる事柄は何かを考えよう。 
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ま 

と 

め 

5 

分 

・本時の学習の振

り返り 

（５分） 

・本時の学習を振り返り、自分の発表に

ついて整理させる。 

・次時の学習について確認する。 

◎交流してみて、聞いてくれた

仲間やアドバイスしてくれた仲間

の良さに気付ける。また、自分の

発表について客観的に自己評

価することができる（ワークシー

ト） 

 

７ ワークシート 

平成２９年度 ３学年総合的な学習の時間（海洋教育）ワークシート 

洋野町の未来を考えよう～海の視点を通して～ 

                        氏名                  

修学旅行     ２年生での既習内容 

 □海に関して学んだこと    □再生可能エネルギーの可能性 

  ・自主研修   修学旅行新聞に２つの       洋野町で実現可能なものは？ 

  ・東京海洋大学 記事を入れる     理由（立地、気候など） 

 □東京と洋野町の比較     洋野町の現在の使用電力 

  ・第三次産業がさかんな首都東京   →どのくらいをまかなえるのか？ 

   →洋野町で町おこしに役立てられ    →建設費、維持費を含めた対費用 

そうなことは？       効果 

 例）東京で見た水族館（臨海型・内陸型）   メリット・デメリット 

  どんな生物を飼育すれば良いか 

  建設費、維持費、集客はどのくらい見込めるのか 

  入場料はどのくらいで採算がとれるのか 

 場所は？  観光客を呼び込むための工夫 

  建設可能かどうか（理由・条件） 

 ※訪問先ではレポート作成のため、たくさん質問してきましょう。 

   

     選択して深める、あるい 

は合わせる  （商業とエネルギー） 

                          （考えたことに海の視点を 

                           取り入れること） 

 

 

 

 

 

 

               まとめ（レポート、発表） 
ＮＯＴＥ 
 

 

 

 

追 加 調 査 
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（２）各学年取組実践の様子 

【１学年】 

〈地元企業（長根商店さん）の事業と海の関係の学習〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈三陸あわび茸の菌床ポットづくり〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈文化祭での洋野町物産品の販売〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈商品のラベル作成：長根商店の佐々木孝さんに商品説明を受け、美術科で作成〉 
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【２学年】 

〈キャリアアップ研修（岩手県盛岡市）での洋野町物産品の販売〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈仙北市の再生可能エネルギー・産業などの学習と洋野との比較〉 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

〈ニューソーランの練習・発表〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈郷土食の調理実習：洋野町保健センター・食生活改善推進協議会の方と一緒に〉 
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【３学年】 

〈修学旅行（東京都中野区）での洋野町物産品の販売〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈東京海洋大学での海洋学習〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈洋野町復興支援員・宮本慶子さんによる「洋野の良さ」講演〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈海成段丘の地形を生かした「ひろのまきば天文台」での天体観測：講師・阿部俊夫さん〉 
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（３）全校取組実践の様子 

①小中合同海岸清掃「有家浜清掃」＆洋野エモーション 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②伝統芸能「ナニャドヤラ」取組＆種市夏まつり・町文化祭・県中文祭参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③地域に向けた情報の発信 
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（４）海洋とつながる教科の生徒作品・コンクール応募作品 

〈２学年国語科単元 調べて考えたことを伝えよう 「未来に残したい洋野の宝」レポート〉 

生徒作品例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈平成２９年度 第１２回 洋野町少年少女詩歌コンクール受賞作品〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
詩
の
部
】  

優
良
賞 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
年 

渡
部 

柚
香 

 「
流
れ
星
」 

 
 夜

空
を
見
上
げ 

思
い
出
を
浮
か
べ
る 

運
動
会 

文
化
祭 

部
活
動 

友
達
と
の
お
し
ゃ
べ
り 

あ
ぁ 

三
年
間
の
日
々 

 

夜
空
を
見
上
げ 

明
日
を
願
う 

い
い
こ
と
あ
り
ま
す
よ
う
に 

ほ
ら 

小
さ
な
希
望 

 

夜
空
を
見
上
げ 

未
来
を
想
う 

三
年
後 

五
年
後 

そ
し
て
そ
の
先 

少
し
不
安
を
抱
え
て 

 

一
瞬
で 

星
は
空
を
流
れ
て
い
く 

夜
空
を
流
れ
る
星
の
よ
う
に 

思
い
返
せ
ば
一
瞬
の
日
々 

 

輝
き
を
放
ち
な
が
ら
流
れ
る
星
の
よ
う
に 

堂
々
と
生
き
て
い
た
い 
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〈東北電力作文コンクール入賞作品〉 
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〈１学年美術科 商品ラベルの作成〉生徒作品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑三陸あわび茸塩炊き込みご飯の素 

↓行者にんにく味噌  のラベル 
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６ 実践の評価 

【１学年】 

地元企業が独自に開発した、やませによる冷涼な気

候と、あわびの殻を利用して栽培する「三陸あわび

茸」の植菌作業を行った。また、講師の方から、洋

野町が有する海や山、気候がもたらす産業への恩恵

について学び、さらに地元企業の活躍も知ることが

できた。 

学習した内容は班ごとに工夫しポスターにまとめ、

学級内での発表交流を通し、他の班のよいところなどか

ら自分の班の発表の改善点を見つけ、より分かりやすく伝

えるために発表練習を重ねることができた。 

 

【２学年】 

 キャリアアップ研修の際に、仙北市秋田杉バイオエネルギーセンターのガス化発電システ

ム事業や景観など、仙北市の観光、食、住、エネルギーについて学び、洋野町と比べること

で、洋野の良さを生かした総合的な町づくりについて考えることができた。 

 学習した内容はテーマごとにパワーポイントにまとめ、文化祭で発表を行った。また、２

月に行われた洋野町海洋教育カンファレンスでは、タブレットを使用した発表も行い、将来

に生きる発表の力を伸ばすことができた。 

 

【３学年】 

 首都圏出身者である洋野町復興支援員の協力を得て、外から見た洋野の魅力について講演

を聞き、特別と認識していなかった自然、食べ物、職業、人々の交流がとても魅力的なもの

であるとあらためて知ることができた。洋野町の現状課題に焦点を当て、課題解決のために

グループに分かれ「夢実現プロジェクト」を立ち上げ、南部潜り体験などを盛り込んだ潜水

型水族館や、海洋について学ぶことができる大学など、２学年時に学習していた洋野町の特

性を生かした再生可能エネルギーを取り入れた施設の設置を考えることができた。 

 各グループの提案をパワーポイントにまとめ、学級内での発表交流を通し、分かりやすい

資料作りや発表練習を重ね、タブレットによる発表を行い、分かりやすく伝えるプレゼンテ

ーション力を高めることができた。 

 

【全校】 

 地域に伝わる伝統芸能「ナニャドヤラ」の歴史について、地元保存会の方から教えていた

だき、「ナニャドヤラ」は「やませ」による冷害で苦しんだ先人の心の拠り所となったことを

全校生徒は理解した。今も脈々と受け継がれる伝統芸能の素晴らしい価値に触れることを通

し、生徒は地域に誇りを持つことができた。 

 

７ 実践の成果 

・ＩＣＴ機器を活用し、情報を収集、分析、整理、まとめをしたことで、将来につながる発表

の力を伸ばすことができた。 

・学年の学習成果に基づいたまとめの発表を文化祭に設定したことで、相手意識を持って分

かりやすい発表をするという学習意欲を持たせ続けることができ、質の高い発表につなが

った。 

・「総合的な学習の時間でどのような力が伸びたと思うか」というアンケートをとったところ、

「要点を分かりやすくまとめて話す力、資料やデータを分析する力、プレゼンテーション

全国海洋教育サミットでの発表 ㏌東京大学 
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力、自分の考えを周りと交流する力、聞く力、質問する力」といった内容が書かれており、

各教科でも必要とする力が付いたことが分かった。 

・地元の方に関わっていただき、今まで知らなかった地域の産業や歴史、海と山の関係につ

いて知り、理解を深めることで、地域に生きる一員であるという自覚を持ち、何事にもよ

り一生懸命取り組む姿が見られた。 

 

８ 次年度への課題 

・新学習指導要領のねらいと生徒の実態を踏まえ、本校の特色を生かした小中学校９年間の

カリキュラムマネジメントの構築が課題である。 

・学期ごとに行う小中交流研修の中に海洋教育についての交流も設け、発達段階に応じた学

習活動や、系統的計画をさらにより良いものにしていく必要がある。 

 

９、主な連携機関及び内容 

学 年 連 携 機 関 内     容 

１学年 

長根商店 地元企業の事業と海の関係の学習 

三陸あわび茸の菌床ポットづくり、商品のラベル作成 

ひろのまきば天文台 大野地区の産業と海洋の係わりについての講義 

２学年 

イオンモール盛岡 キャリアアップ研修（岩手県盛岡市）での洋野町物産品の販売 

秋田県仙北市役所 仙北市の再生可能エネルギー・産業などの学習 

大久保商店、中野衛生社、

カッケロ、ミニストップ、

中野郵便局、なかの保育

園、ユートピア白滝 

キャリア教育の充実 

（社会人・職業人として自立して生きることや主体的に人生計画

を立て、自らの進路を選択・決定することの意義を学習） 

地元地域での職場体験学習、学習成果のまとめ・発表 

３学年 
洋野町役場 洋野町復興支援員による「洋野の良さ」講演 

ひろのまきば天文台 海成段丘の地形を生かした「ひろのまきば天文台」での天体観測 

全学年 

長根商店、種市南漁協、

川崎食品、舘豆富店、洋

野町商工会議所、大野ふ

るさと公社 

洋野町物産品の販売 文化祭での洋野町物産品の販売 

キャリアアップ研修（岩手県盛岡市）、修学旅行（東京都中野区）

での洋野町物産品の販売 

洋野町立中野小学校 海岸清掃、授業参観、拡大校内研修会 

中野ふじの会 伝統芸能「ナニャドヤラ」の学習会、練習会 

 

１０ おわりに 

地域や関係機関の方々のご協力をいただきながら進めた海洋教育の学習活動において、ど

の学年の生徒も生き生きと活動する姿がありました。すべての教科で学習し身に付けた知識

や技能を総合して取り組む海洋教育によって、地域の魅力を知り、地域を誇りに思い、そこ

で生きる自分たちにできることを考えて行動する力が高まりました。その豊かな学びの成果

が、生徒の活動の様子や協力して出来た作品から伝わるのではないかと思います。 

自分たちの言葉で「洋野の未来」を語ることができる、そんな人になってほしいという願

いを全職員で共有し、これからも、地域を誇りに思い、地域を支える人材を育てていきたい

と思います。ご協力いただいた皆様、大変ありがとうございました。 

洋野町立中野中学校教職員一同 


